
「地域包括ケアシステムにおける

かかりつけの歯科医師が果たす役割と

今後の働き方等」に関する調査

【速報版】

日本歯科医師会会員アンケート調査

令和元年１１月１３日

公益社団法人 日本歯科医師会
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・かかりつけ歯科医師の役割としてう蝕・歯周病等の重症化予防や

継続的な歯科医療提供および患者等への分かりやすい説明が重

要と考えている回答割合が最も高かった。

・常勤歯科医師が1人および常勤歯科衛生士0名の歯科診療所割合

が最も多く、今後雇用したい職種は歯科衛生士との回答が多か

った。

・在宅歯科医療を実施する歯科診療所割合は47％と高く、歯援診等

施設基準は届け出せず実施している歯科診療所も多いことが分か

った。在宅を実施できない理由としてはマンパワー不足との回答が

最も多い。

・地域保健活動等の実施割合は高く、今後取り入れたいまたは

拡大したい診療内容として、口腔機能低下への取り組みとの

回答割合が最も高かった。

【調査結果の概要】
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方法： 郵送調査

対象： 日本歯科医師会会員 11,383名

（令和元年9月末時点での被災地を除く）

有効回答率：44.9％

令和元年10月28日時点

有効回答数 5,116件
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今後雇用を増やしたいと回答した職種（複数回答）

常勤歯科医師が1人および常勤歯科衛生士0名の歯科診療所割合が最も多い。

今後雇用したい職種割合は歯科衛生士が最も高い。
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歯科訪問診療の実績

施設基準を届け出せず、在宅歯科医療を実施している歯科診療所が多い。

在宅を実施できない理由としてはマンパワー不足との回答が最も多い。
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かかりつけ⻭科医機能強化型⻭科診療所

在宅療養⽀援⻭科診療所１

在宅療養⽀援⻭科診療所２

初診料の注1に規定する施設基準

⻭科外来診療環境体制加算

総合医療管理加算および⻭科治療時医療管理料

届け出ている施設基準
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学校歯科医や健診など地域の保健事業に多く関わっている。

障がい児者や認知症患者の受け入れも行っている。
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介護保険算定（居宅療養管理指導）

協⼒⻭科医療機関としての登録（介護保険施設等）

介護認定審査会の委員

⼝腔衛⽣管理体制加算を算定している施設との連携

⼝腔衛⽣管理加算を算定している施設との連携

栄養サポートチームへの連携（病院および介護施設等）

周術期等⼝腔機能管理の実施

退院時共同指導等への参加

地域ケア会議等への参画

⼩児在宅⻭科医療の提供

学校⻭科医としての活動（健診等）

後期⾼齢者⻭科健診や⻭周疾患検診への参加

⻭科医師臨床研修医の受け⼊れ

障がい児・者，認知症患者などの受療困難者の治療

地区⼝腔保健センターなどの当番

地区医師会や医科または他職種との連携

これまでの経験と直近半年の実績

これまでの経験 この半年の実績
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CAD/CAM冠治療（医療保険）

⻭周病安定期治療（SPT)

摂⾷・嚥下訓練等

⼝腔機能低下症への対応

⼝腔機能発達不全症への対応

栄養サポートチーム等への参加

ICTによる患者情報共有

インプラント治療（⾃費）

インプラント・矯正以外の⾃費の治療

その他

今後取り入れたいまたは拡大したい治療等について

（複数回答）

今後取り入れたいまたは拡大したい治療については口腔機能低下症への対応が最も
多い。
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う蝕・⻭周病等の重症化予防

継続的な医療提供

基礎疾患の把握（医科との連携）

ライフステージに応じた対応

必要な他の科への紹介

他医療機関からの紹介受け⼊れ

介護職種を含めた多職種連携

適切な⾷事指導（栄養改善）

地域での公衆衛⽣活動への参加

患者等へのわかりやすい情報提供

研修などの⼈材育成や⾃⼰研鑽

かかりつけの歯科医師の役割としてあてはまるもの

そう思う ややそう思う あてはまらない 無回答

かかりつけ歯科医師の役割としてう蝕・歯周病等の重症化予防や

継続的な歯科医療提供が重要と考えている。


